
子どものこころの問題への取り組みは社会的なニーズが大きく、その人材育成に向けた教育研修の仕組み作りは重要な課題です。英国のモーズレー病院/ロンドン大学児童青年精神医学部門では、講義及び研修トレーニングを３０年以上にわたって継続して行い、多くの人材を育成してきました。
九州大学病院・子どものこころの診療部では2010年より、その研修トレーニングコースの設立と運営にあたってきたスタッフの先生方をお招きして九州大学病院セミナーを開催し専門研修の実際を紹介しております。
今年も引き続きセミナーを開催いたします。講師には、このセミナーのスタート以来、継続してご協力頂いているAnula Nikapota先生に加え、本セミナーのもとになったディプロマ・コースの創設者のお一人でありADHDの治療に関する臨床研究の第一人者であるEric Taylor先生を再びお迎えします。またモーズレー病院の児童青年期ユニットでの長年の診療を通じて、入院治療なども含めた豊かな臨床経験をお持ちのBrian Jacobs先生にもおいで頂きます。

今年のプログラムでは臨床と研究の統合をテーマに面接のロールプレイや臨床研究のスーパーヴァイズなどインターアクティブな講義を増やしております。また災害と子どものテーマでのセッションも昨年に引き続き行います。同時通訳も完備しておりますので、皆様のご参加をお待ちしています。

九州大学病院「子どものこころの診療部」神庭重信　吉田敬子
　
日時
： 2012年10月27日(土), 28日(日)
会場
： 第1日　九州大学コラボ・ステーションI　2Ｆ視聴覚ホール
第2日　九州大学医学部百年講堂　中ホール

(〒812-8582　福岡市東区馬出3-1-1）

定員
： 15０人
受講料
： 無料

主催
： 九州大学病院　子どものこころの診療部

お問い合わせ：　tel: 092-642-5624

モーズレー病院/ロンドン大学児童青年精神医学専門研修


九州大学病院セミナー2012




















